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ﾎﾞﾙﾄのゆるみを見逃さない。

おきつもの「消えま線」

は耐候性に優れ、屋外

でも消えずに、変色の

少ないﾏｰｶｰです。ﾎﾞﾙﾄ

の緩みを目視確認する

合いﾏｰｸに最適です。

〇特長１

耐候性が抜群で、描いた線

や文字が消えません。

〇特長２

5年経っても色の変化がほ

とんどありません。（屋外曝

露5年相当の促進耐候試験後の色差がΔE7.3）

〇合いﾏｰｸの標準化、ご存知ですか？

国土交通省では道路標識等に使われるﾎﾞﾙﾄの締

め付け後に「合いﾏｰｸ」の実施を標準化してい

ます。点検頻度は5年に1回を基本としているた

め、施工から5年後に合いﾏｰｸがしっかりと見え

ることが重要です。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた4種類の「球形ｼﾌﾄﾉﾌﾞ」をご紹

介します。

写真2と写真3

はｾｯﾄの部品で、

写真2が本体、写

真3がｼﾌﾄﾊﾟﾀｰﾝ等

の文字を彫刻す

るための文字盤

です。両者共にｱ

ﾙﾐ製でｱﾙﾏｲﾄ処理にてお客様のご希望の色に仕

上げております。

文字盤への彫刻はｱﾙﾏｲﾄ処理を施してから、0.

5mm程のｴﾝﾄﾞﾐﾙで、表面に0.2mm程度の深さで切

削します。彫刻し

た部分はｱﾙﾐﾆｳﾑの

地肌が見えた状態

となります。

写真4、写真5、

写真6は、球形のｼ

ﾌﾄﾉﾌﾞです。写真4

と写真5はｱﾙﾐ製のｻｲｽﾞ違い品で黒色ｱﾙﾏｲﾄ処理

をしています。

写真6はﾁﾀﾝ製で、ｱﾙﾐとｽﾃﾝﾚｽの

中間の重量感を求められる場合に

適用しています。

お客様からの寸法のご指示にも

とづく製作だけでなく、お預かり

したｻﾝﾌﾟﾙを採寸して、同等品の

製作も承っております。専任のｽﾀｯﾌが対応させ

ていただきますので、お気軽にお尋ねください。

街中を歩いていると、取付ﾍﾞｰｽ部が六角ﾅｯﾄ

で固定されている街灯等を見かけます。最近は

六角ﾅｯﾄにｶﾊﾞｰされているため見えないことが

ありますが、中にはﾅｯﾄ

がむき出しになってい

るものがあります。そ

れをよく見ると写真7の

ように六角ﾅｯﾄが2個重

ねて締め付けられてい

るものもあります。こ

れはﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄと呼ばれるもので、ﾅｯﾄの緩み防

止対策で施工されます。

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄの施工は緩み止めの原理を理解した

上で行う必要があり、単に2個のﾅｯﾄを重ねて締

めるだけでは、緩み止めの効力を発揮しません。

ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄが正常なﾎﾞﾙﾄ軸力を維持した上で緩

み止め効果を発揮するためには、締結完了した

時点で、図1のように、ﾎﾞﾙﾄの締結に必要な軸

力F1と、上下両ﾅｯﾄ間に働く力F2が必要です。F

2は上下両ﾅｯﾄの緩み防止に必要な力で、この力

により上下ﾅｯﾄとﾎﾞﾙﾄとのねじ山間で摩擦力が

発生し、上下ﾅｯﾄの緩みを防止します。

また、ﾎﾞﾙﾄの締結に必要な軸力F1は上ﾅｯﾄに

かかるので、上ﾅｯﾄの方に厚みのあるﾅｯﾄを使う

（左下へ）

（右上から）

のが正しい使い方で、図2にお

いては、(a)と(c)が正しく、(b)

は間違った使い方のようです。

(私は以前(b)が正しいと思って

いました。)

さて、参考文献(※1)によると

締結完了後に図1のような力を

得るためには次

の よ う な 締 結

(図3参照)をす

ればよいという

ことです。

〇ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄの

締結方法：

１．下ﾅｯﾄを規定ﾄﾙｸT1で締める。このとき下ﾅｯ

ﾄのねじ山の上側とﾎﾞﾙﾄのねじ山が接している。

２．下ﾅｯﾄが回転しないように、下ﾅｯﾄをｽﾊﾟﾅで

固定してから、上ﾅｯﾄを規定ﾄﾙｸT2で締める。締

め付け完了すると、上ﾅｯﾄのねじ山の上側とﾎﾞﾙ

ﾄのねじ山が接し、ﾎﾞﾙﾄの軸力は上ﾅｯﾄにかかる。

下ﾅｯﾄのねじ山には軸力はかからない。

３．上ﾅｯﾄをｽﾊﾟﾅで固定して、下ﾅｯﾄを逆回転さ

せる。これで上下ﾅｯﾄ間に力F2がかかり図1の状

態となる。

以上、ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄの施工方法についての雑学で

した。実際の施工ではﾄﾙｸ管理が結構難しそう

で、事前の十分な検証試験で軸力とﾄﾙｸの関係

を把握しておく必要があるのではと思います。

ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ(ｸﾗｲｱﾝﾄ)はhttpﾌﾟﾛﾄｺﾙによってｻｰ

ﾊﾞｰと通信をしています。httpﾌﾟﾛﾄｺﾙはｽﾃｰﾄﾚｽ

なﾌﾟﾛﾄｺﾙ(状態のない通信手順)と言われており、

下記1～3の一連の動作で完結します。

1.ｸﾗｲｱﾝﾄからｻｰﾊﾞｰにﾘｸｴｽﾄを送る

2.ｻｰﾊﾞｰはﾘｸｴｽﾄに対してｸﾗｲｱﾝﾄにﾚｽﾎﾟﾝｽを返す。

3.ｻｰﾊﾞｰは状態を維持せず接続を終了する。

上記仕様の場合には、ｳｪﾌﾞｻｲﾄを閲覧するだ

けであれば問題はないのですが、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｻｲﾄ

等の場合には、先に送ったﾃﾞｰﾀがすべて忘れ去

られているので、「ﾛｸﾞｲﾝができない」「ｶｰﾄの

内容が消える」という問題が起こります。

そこで登場するのがｾｯｼｮﾝで、次のような処

理が行われます(図4参照)。

1.ｸﾗｲｱﾝﾄがｻｰﾊﾞｰにﾘｸｴｽﾄすると、ｻｰﾊﾞｰはｾｯｼｮﾝ

IDという英数字で構成された番号を発行する。

2.ｻｰﾊﾞｰはｸﾗｲｱﾝﾄから送られてきたﾃﾞｰﾀをこのｾｯ

ｼｮﾝIDに関連付けられたﾌｧｲﾙ名で保存する。

3.ﾚｽﾎﾟﾝｽを返すときにｾｯｼｮﾝIDをｸﾗｲｱﾝﾄに送る。

4.ｸﾗｲｱﾝﾄは受け取ったｾｯｼｮﾝIDをｸｯｷｰ(Cookie)

というﾃﾞｰﾀ形式でﾊﾟｿｺﾝのﾌｧｲﾙに保存する。

5.以後の接続では、ｸﾗｲｱﾝﾄはｸｯｷｰで保存したｾｯ

ｼｮﾝIDを添付してｻｰﾊﾞｰにﾘｸｴｽﾄする。

このように、ｾｯｼｮﾝとｸｯｷｰにより、ｻｰﾊﾞｰとｸﾗ

ｲｱﾝﾄは状態を維持した接続が可能になります。

ちなみにｾｯｼｮﾝとｸｯｷｰの有効期限はｻｰﾊﾞｰ側で

決めますので、ｾｯｼｮﾝとｸｯｷｰのﾃﾞｰﾀがいつ消去

されるかはｸﾗｲｱﾝﾄ側で決定できません。
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写真1 合いﾏｰｸ

図2 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄの上下ﾅｯﾄ組合わせ可否

図3 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄの締結法

商品名 色調 内容量 描画幅 筆記距離

消えま線

赤

8.7cc 1.0～
2.0mm

約500～
600m白

黒

写真2 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
本体1

写真3 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
文字盤

写真4 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
本体2

写真5 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
本体3

写真6 ｼﾌﾄﾉﾌﾞ
本体4

表1 消えま線の仕様

図1 ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄによ
る緩み止めの原理

※1 本記事の内容は下記書物を参考にしました。この書
物によると、上記記事の締付ﾄﾙｸはT1≒T2としています。

参考文献：増補ねじ締結概論 工学博士 酒井智次著
㈱養賢堂発行

図4 ｸｯｷｰによるｾｯｼｮﾝ管理（第144号参照）

写真7 街灯のﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ


